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東京 バンコク クアラルンプール マニラ ジャカルタ
賃金（米ドル） 2,339 338 321 255 320
賃金上昇率 0.4％ 1.8％ 5.5％ 2.3％ 14.8％
ハノイ シンガポール 広州 成都
賃金（米ドル） 191 1,703 468 439












































































































2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
タ イ 12,886 11,673 16,235 17,244 16,911 17,584 18,106
マレーシア 265 226 295 362 367 302 347
フィリピン 128 86 59 44 107 43 28
インドネシア 1,101 1,531 2,491 2,402 2,915 2,657 2,740
































































































































































































































2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
バックミラー 714.36 720.41 505.16 989.12 1,352.31 1,690.07 1,523.62
ガソリンエンジン 7,515.64 6,186.13 4,229.76 5,206.97 8,384.90 5,240.86 5,756.29
ウィンドスクリーンワイパー 480.91 530.97 373.65 299.92 499.12 539.60 1,288.53
ギアボックス 27,307.66 25,864.23 23,225.14 21,632.51 13,538.76 18,027.68 32,929.83
ショックアブソーバー 1,378.30 1,639.04 3,312.60 1,465.55 2,288.53 3,178.90 2,441.94
ハンドル，ステアリングコラム
並びにステアリングボックス
2,496.14 939.93 854.22 880.64 2,585.15 3,009.00 10,036.35
出所：UnitedNations・TradeStatistics・
的な競争優位から，CARSプログラムの方向性は不安視されていた。実際，CARSプログラム
への参加希望者が当初予定の3社に達せず，トヨタと三菱に限定され，3番目の候補が現れなかっ
たことは，フィリピンにおける自動車産業の現状を如実に示すものと考えられる。しかし，タイ
やインドネシアにおける自動車産業の成功の大きな要因の1つに独自の自動車産業政策の導入と
それによる国内生産メーカーへの優遇にあることはこれまでも指摘してきた。フィリピンが，今
後，国内における自動車メーカーの生き残りを図るためには，CARSの導入とその成功が必要
不可欠であると考えられる。フィリピン国内における自動車生産台数の2015年から2016年にか
けての拡大が，CARSプログラムによるものかどうかについては，さらに経年分析が必要であ
るが，ある程度の影響を与えたものと考えられる。今後は，CARSプログラムによるフィリピ
ン国内生産の拡大を，いかにして，部品産業にまで波及させるかが重要になってくるが，ある程
度の量を確保する必要があることから，CARSプログラムによって要求されている「6年間で20
万台」の生産台数の確保とそれ以上のフィリピン自動車市場の盛り上がりが重要となってくる。
しかし，これらの自動車産業政策は，AECのメリットである自由貿易体制という観点からは逆
行する方向でもある。この傾向は，フィリピンにとどまらず，後発加盟国であるベトナムにおい
ても規制強化が伝えられている。ベトナム政府は2018年1月1日から輸入車に対する品質保証
認証や輸入ロットごとの検査義務づけといった非関税障壁を導入し，輸入車に対抗する政策を実
施している（8）。ベトナムはASEAN後発加盟国として，貿易の完全自由化を2018年まで猶予さ
れてきたが，その対象年になったと同時に輸入車に対する規制を導入した。このように，
ASEAN域内の主要自動車生産国で自国生産優遇措置を進めることとなれば，自動車メーカーに
おけるAECのメリットは低下し，ASEAN域内での生産の魅力が低下することが懸念される。
ASEAN域内における自由貿易体制の構築は，生産補完や国境を越えた分業構造の構築などを通
じて，WinWinの関係を構築するとの主張もあるが，自動車産業においては，現状において，
そのような状況とはなっておらず，むしろ規制強化の方向が見えつつある。ASEAN自動車産業
の方向性を示す1つの指標として，フィリピン自動車産業の方向性は，むしろ，自由化とは逆の
方向に進むことで，ASEAN自動車産業の発展とその目指す方向性とは異なる方向に進んでいる
と思われる。また，フィリピンの自動車産業発展にCARSプログラムの影響が見えつつあると
考えられるが，本格的に機能するまでには今少し時間がかかると思われる。
（1） 一般財団法人日本自動車工業会『世界自動車統計年報』第16集，99頁において，2015年のマレー
シアの自動車保有台数が1,261万台となっている。マレーシアの人口が約3,170万人であるので，
1,000人あたりの保有台数はおよそ397.8台となる。
（2） 塩地（2015）は，モータリゼーションの段階を3つに分けて分析しており，1,000人あたり自動車
普及台数が300台を超えた段階を「アフター・モータリゼーション期」としている。この段階では，
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注
自動車市場は成熟化・飽和化しており，国内販売の急激な拡大は期待できないと指摘している。
（3） ここでは，HS8702「10人以上の人員の輸送用の自動車」，HS8703「乗用自動車その他の自動車」，
HS8704「貨物自動車」を合算した。
（4） トヨタ自動車ホームページ 「企業情報」（http://www.toyota.co.jp/jpn/company/about_
toyota/data/）
（5） Forin『アジア自動車調査月報』2017年9月号，30頁。
（6） ウェイトは（当該品目の輸出額＋当該品目の輸入額）／（当該国の取引相手先輸出総額＋当該国の取
引相手先輸入総額）
（7） IndustryGov.Philippine・CARSImplementingRulesandRegulations・,http://industry.gov.
ph/cars-program-irr/。
（8）「ベトナム。車に非関税障壁 東南アの関税撤廃骨抜き」，日本経済新聞2018年1月17日
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